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2006 (20 Jahre Tschernobyl) 2011 (Fukushima ) 

原発はすべてを破壊する 

行動するのは、今！ 
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1.FoE ドイツ（BUND für Umwelt und 

Naturschutz Deutschland e.V.）の紹介 

BUND（FoEドイツ） 
 

• 1975年7月20日設立。 

• 約50万人の会員、支援者。 

• 会費と寄付により運営。  

• 連邦ー州ー地域の三層構造。 

• 国際的な環境団体のネットワークFriends of the Earth 
Internationalのドイツメンバー。 
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1986年4月26日、チェルノブイリでの原発大事故 

原因：  

• 動作試験の失敗  

• 人的ミス 

• 格納容器の設置されていな
い原子炉のタイプ 

爆発後の原子炉 
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周辺住民の避難措置 

• 事故後36時間経ってはじめて、
プリピャチ市と周辺4キロ圏内
の住民すべて（5万人）が避難。 

 

• 5月5日までに30キロ圏内（76

自治体の13万人）が避難。 
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除染の試み 

• 「除染」が行われたのは原子炉
の直近のみ。 

• 約80万人の「解体作業者」が従
事。 

 そのうち30万人が500mSvを超え
る放射線被ばく（EUの基準は年
1mSv）。 

• 公式発表によれば、これまでに2

万5千人の解体作業者が死亡。 

• 生存者も、健常者の2倍の速度
で老化している。 



Friends of the Earth 

Germany 

大事故の影響 

• 30キロ圏内は少数の
帰郷者を除いて無人 

 

• ベラルーシ、ロシア、ウ
クライナの約15万5千
km² が高濃度の汚染 

 

• 放射性降下物はラップ
ランド、フィンランド、
ルーマニア、ブルガリ
ア、ポーランド、バイエ
ルン（ドイツ）イギリス
西部やトルコ南部まで
をも汚染。 

 

• 北・中央・西ヨーロッパ
では今も残留セシウム
が検出される。 

1998年のセシウム137汚染図 
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健康影響 

• 包括的研究なし。ソ連とIAEAは学問的議論と患者数の公表を妨
げた。 

• WHO、IAEA 、EUの公式報告によれば、 
1986年に死者28名、1996年までにさらに14名、 
2005年までに死者4000名。 

• その他の研究によれば、 
これまでに死者数千人、ここ数年で約34万～47万5千人のがん死
亡者。 

• 事故直後から直接被ばく者の年間死亡数は増加し続けた。住民
300万人のうち、84％が何らかの病気を持ち、そのうち100万人以
上が子ども。 

• 血液循環、呼吸器、神経、胃腸、泌尿器系の疾患や甲状腺がん増
加の多くは子どもにみられる。 

• 死亡者数の増加が際立っているのに対し、出生数は大幅に減少し
ている。  

• さらに、甲状腺や胃や胸の腫瘍、頭痛、鼻血、疲労、集中力欠如、
高血圧や社会的心理的トラウマなどがみられる。 
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健康影響 (2) 

 

個別の観察結果： 

• 1987年、ウクライナとベラルーシの地域で死産数と乳
児死亡率が上昇。 

• ベラルーシで1985年には1000人に12.5人の先天奇形の発生、 

1994年には1000人に22.4人 

• 1998年には、ゴメリに住む0から18歳までの子供における年間の
甲状腺がんの発症数は、13年前に比べて58倍に増加 

• ベラルーシでのがん罹患率は39.8％増加 

• 1平方メートル当たり55万ベクレル以上のセシウム137汚染地域
（7000平方キロメートル）で生まれる子供たちの80％に健康上の
問題がみられる 
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政府による懐柔策 

放射線恐怖症：観察される健康被害は放射線によるもの
ではなく、それを過度に恐れる人間の心理状況による 

 

放射線ホルミシス効果：微量の放射線（100ミリシーベル
ト）は健康促進作用がある 
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補償の支払い 

• 1986年から1989年まで、目標を定めた移住計画は存在せ
ず。 

• 1989年になってようやく、被災者の救済プログラムが実施
される：高度汚染地区に住む住民への補償の支払い、放射
線に汚染されていない食料の供給、新規移住計画など 

• 農業セクターへの損害賠償はほとんど実施されず（ソビエト
連邦では個人の所有権は存在しなかったため） 

• 解体作業者の年金は不十分 

 

プリピャチ市は今も荒涼と
している 

http://www.dvth.de/Frames/willkommen.htm
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ドイツへの影響 

1986年時点での土壌の放射能汚染  

チェルノブイリ事故後の
セシウム137による土壌
汚染の実態 
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FoEドイツ（BUND）の活動： 

• 放射線測定器の購入： 
市民の測定拠点 

• 広報活動: 

記者会見、デモ、ちらし、ブース、展
示イベント、電力ボイコットの呼びか
けなど 

• 1987年4月26日: 

事故後1周年のアクションデーに
様々なアクションを実施 

ドイツで起こった市民運動 
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ドイツで起こった市民運動（2） 

1992年「ドイツ・チェルノブイリ救済連盟（DVTH）」設立。
（レングフェルダー教授） 

 

様々な市民団体が以下の目的のもとに連携 

• 被災者への人道的支援  

• 健康被害に立ち向かう  

• 放射線被曝を最小限にし、生態系や人間の健康と社会
的な状況を改善するための対策を講ずる 

 
具体的な活動：ドイツ国内における被
災した子供のための保養所、救済の
ための被災地からの移送、ゴメリに甲
状腺センターを建設、ミンスクに実験
室を開設 
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事例：チェルノブイリ子ども救援イニシアチブ  

• 地元で始まる。 

• 1993年からニュルンベルク近郊のシュタインで、子供たちの保養所
が提供される 

• チェルノブイリ周辺、ベラルーシのマズィル、 ジェルスクとその周辺の
村（チェルノブイリ原子炉から60-90キロメートル範囲内）に重点を置く。 

• 高度に汚染された地域（ベラルーシ政府はこれを否定するが） 

• 2年前までは、子供たちは、ベラルーシ国内
での汚染されていない地域に年間2回の保
養所滞在を請求することができたが、今では
1回のみ。 

• イニシアチブは被災した子供への呼びかけ
から、保養所での滞在まで準備実行する。 

• 2011年には106人の子どもたちがホストファ
ミリーに迎えられた。  

• ホストファミリーを見つけるのは難しく、多く
の団体がこれまでに活動を休止せざるをえ
なくなっている。25年という歳月はこの大災
害さえも忘れさせるのか 
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結論 

• 沈黙 

• 被害を小さく見せること 

• 基準値の引き上げ 

• … 

原子力災害に対しわれわれ人間が為す術もない
ことを明らかに示していこう 

Ausdruck der Hilflosigkeit, mit der der Mensch 

Atomkatastrophen gegenübersteht 


